














保健衛生と健康管理

「早寝・早起き•朝ごはん」

午前中から様々な活！

規則正しい生活習慣を心掛けましょう。

《病気について》

・保育所で発熱した時や、 いつもと違う時は連絡をします。

・家庭で、 発熱や身体に異常が見られた時（熱 ・下痢・嘔吐 •発疹 ・ 目の充血など）は

まず医師の診断を受けて保育所の集団生活に適応できるかどうかお尋ねください。

•なお、 伝染性の病気の場合は、 医師の許可が出るまで休ませてください。

（新型コロナウイルス感染症、 インフルエンザ、 嘔吐下痢症、 水ぼうそう、

おたふくかぜ、 風疹、 流行性結膜炎、 はしか）

登園できる場合はお子さんの様子を必ず保育士に伝えてください。

•北九州市保育園（所）保健連絡協議会通達に基づき、 薬は原則としてお預かりできま

せん。

（どうしても服用させなければならない時は、 別紙「投薬について」を読まれて、

ご相談ください。）

《予防接種について》

・予防接種はできるだけ受けてください。

(BCG ·はしか •四種混合 ・ヒブ・肺炎球菌など）

※資料参照 保育園（所）・幼稚園での病気のときの取り扱い

《健康診断について》

. 4か月、 7か月、 1歳6か月、 3歳児検診を受けてください。 また、 受けた時には、 健

康診断表に記入しますので、 お知らせください。

・定期健康診断は、 年2回保育所で実施します。(5月と10月）

嘱託医ははっとり小児科クリニックの医師です。

（途中入園の方は随時嘱託医院にて健康診断を行います。）

・歯科検診(4. • 5歳児）は、 年1回保育所で実施します。

検診結果をお渡ししますので早めに治療しましょう。
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苦情解決体制

● みどり園では利用者からの苦情に適切に対応する体制を整えています。当保育所にお
ける苦情解決責任者、苦情解決受付者及び第三者委員を下記により設置しています。

苦情解決責任者

苦情解決受付者

第三者委員

第三者委員

しつけについて

白石弘子（門司保育所園長）

原聡子（門司保育所主任保育士）

1名（大里柳校区社会福祉協議会会長、

大里柳校区自治連合会会長）

１名（ケ ースマネ ージャ ー）

● 保護者からの愛情で行われた「しつけ」であっても結果的に子どもの

心身に有害な影響を与えたとすれば、 結果的には「虐待」であるとい

えます。

保育所には不適切な養育の兆候が見られた場合、 区役所及び子ども総

合センタ ー に通告する義務があります。

デイリープログラム

午前 午後
7時 9時30分 1時 3時 6時7時

ヌ豆 あ お 睡食あ お おあ随 延
園 そ や 眠事そ 昼 やそ

び
時 長

び つ び 寝 つ 降 保
0オ 園 コ再

ヌ豆 自クお 食 お お自随 延
1 · 2 園 由ラや 事 昼 や由時 長

ぁス つ 寝 つぁ降 保
才 各誓 そび 園 コ戸

つ自

ヌ豆 自 ク 食 お お自随 延
3·4· 園 由 フ 事 昼 や由時 長

ス 寝 つぁ降 保
5オ あ 別 そ固 コ自そ 保び コ閂

び

＊年長児はお昼寝はありません。
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